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お　客　様 

グリーンマーケティングでお客様と進める環境保全活動　　　　　　　　　　 《リコーUK／イギリス》 

森林資源に関わる原材料事業者選定の流れ 

要　　求 

●原材料の原産地を明確に把握すること 
●原産国・地域の関連法・規定を遵守すること 
●原材料を得ようとする森林の保護価値を調査すること 
●森林管理計画を、地域住民や環境保護団体など利害関係者と協議 
　して作成することなど 

●独自の調査に加えて、必要に応じて第三者機関（環境保護団体
　などを含む）からの情報・分析を参考にチェックする 

●要求が満たされず、改善要求にも応じないと判断したときは取引
　を中止する 

チェック 

対　　応 

お客様に渡す証明書（左）と冊子「The Resource-full Green Office Guide」 リコーUKの担当者、左からTom WaglandとLouise Cheung

N　P　O

森林生態系の保全に配慮した紙の調達規準策定　　　　　　　　　　  《リコーグループ／グローバル》 

イギリスの販売会社リコーUKは、環境を切り口とした「グリー

ンマーケティング」活動を展開し、環境保全と利益創出の両立

を目指しています。その一環として2005年１月から、RICOH 

Tree Dedication Programmeを運用しています。これは、お客

様参加型のプログラムで、お客様がご利用中のリコー製品で 

10万枚プリントアウトするごとに、リコーがお客様の名前で植

林を行い、その証明書をお渡しするというものです。植林は

CO2の相殺ビジネスを展開するイギリスの企業「フューチャー

フォレスト＊」と共同で行っています。リコーUKのお客様、ディー

ラーのお客様ならどなたでもリコーUKのホームページから簡

単に登録し参加することができます。リコーUKの社員も誕生

日に植林することでプログラムに参加できます。このプログラ

ムがお客様に評価され、商談が成立したケースもあります。ま

た、プログラムを推進するためのポスターや、製品に貼るステッ

カーなどの販促グッズも用意されています。さらに、冊子「The 

Resource-full Green Office Guide」を制作し、販売担当者が

お客様に配布できるようにしました。この冊子には、同社の環

境保全活動だけでなく、温暖化防止や資源節約のために一人

ひとりができることも掲載されており、社会全体の環境負荷

低減につながる内容になっています。 

 

リコーは2003年6月、森林生態系保全に配慮した「紙製品

に関する環境規定＊１」を制定しました。この規定は、仕入先企

業がリコーグループに供給する製品、および、仕入先企業の

活動のいずれにおいても、リコーが定義する「保護価値の高

い森林＊２」を保護することをお願いしており、これを守って

いただくことが取引の条件になっています。「保護価値の高い

森林」を定義するにあたっては、環境NGOの協力を仰ぎました。

また、仕入先企業が改善要求を満たしているかどうかについ

ても、リコーグループが収集した情報のほかに、独自に選定

した第三者機関からの情報を合わせて判断していきます。 

日本以外のリコーグループでも、この規定に基づいて活動を

展開しています。 

＊ http://www.futureforests.com/index.asp

＊１ http://www.ricoh.co.jp/release/by_field/environment/2003/0620.html 

＊２ オールドグロス林（樹齢200年から1000年の樹木が大勢を占める森林）、原生林（自

然のままで人手が加えられていない森林）、もしくは絶滅危惧種の生物が生息する

自然林（主として自然の力によってつくられた森林）と定義しています。 


